第６部会（文化スポーツ教育）第６回部会概要
　日　時　平成１９年７月２６日（木）午後６時００分～午後８時００分

　場　所　第３委員会室
　出席者　部  会 員 ：川島芳治　平田誠治　片岡光子　小塚　順一　小林　寛
　合田美津子　近藤トシ子　菅井博昭　前野利一
　　　　　教育委員会：教育部長松橋　学　教育部次長三浦良悦

　　　　　　　　　　　社会教育G総括主幹千葉利行　図書館長山田清滋

　　　　　　　　　　　社会教育G主査八重樫清治

　　　　　事　務　局：企画Ｇ企画主幹宮崎　修　企画G都市計画主幹五島英二 
企画調整主査立中善則
　　　　　傍　聴　人：２名
　
　　（川島部会長）

当初は本日の部会で外部評価を行うにあたり６本の事務事業について担当者よ
り説明を受ける予定でおりましたが、教育委員会より「図書館の別館建設計画について」概要説明をしたいとの申し出がありましたので説明をお願いします。
　１　議　題
　　　

　　（１）図書館の整備に関する基本的考え方について
　　

　　　①　松橋教育部長より基本的考え方の説明がされる。

　　　【説明の概要骨子】

　　　・現図書館のあり方については、議会の一般質問や予算委員会の中で、新図書

館建設や現図書館のエレベーター設置などに関し議論があった。
　　　・厳しい財政状況が続き、新図書館の建設が実現できない状況の中、教育長は
　　　　市長から、現図書館の機能を基本に、補完する機能のあり方を検討するよ

　　　　う指示を受けていた。
　　　・市民自治推進委員会では、これまで図書館のあり方について、議論をしてい

ただいているが、５月１６日開催のこの部会のなかで情報提供したとおり、
教育委員会では、補完する機能のあり方として、現図書館の増改築も視野に

入れて検討を進めてきた。
　　　・検討結果として、バリアフリー化への対応、一定の図書資料の充実、駐車場
　　　　の確保など、課題の解消を図るため、現図書館の機能の一部を補完する施設

として、別館を建設し、一体的に運営することが望ましいとの方向性を持っ

た。

　 　 ・別館建設に伴ない、児童室の拡充を図り、児童図書を増やす。また、現図書

館と別館の一体的な運用で、利用しやすい図書館となるよう可能な限り、閲
覧スペースの確保を図るとともに、ボランティア活動の拠点づくりを図る。
　　　・別館は、現図書館に近接し、駐車場も十分に確保できる用地が必要と考え、

近接する民間用地の確保と、建設財源の確保について検討中である。
　　　・今後のスケジュールは、できるだけ早く計画を固め、財源手当ての方策に目

処が立てば、今年度中には実施設計を行い、来年度建設という目標で進みた

い。
　　　・財源手当ての一つとして、図書室を備えたコミュニティ施設として、防衛省
　　　　の補助が対象となる可能性があるので、２０年度事業採択に向けて要望して

いる。
　　　・財政が厳しく新図書館の建設が実現できない中、課題を解決し、図書館を少しでも利用しやすく維持していくため、図書館の整備に関する基本的な考え方をまとめた。

　　　・この考え方を基に、今後の図書館運営に関する議論をしていただきたい。

　　　・今後、自治推進委員会や図書館協議会、市民ニーズ調査など、市民意見を基に、計画をまとめたい。
　　　②山田図書館長より「図書館の整備に関する基本的な考え方について」別紙
　　　資料により具体的な説明がされる。 

説明後の主な質疑応答等
　　

　　Ｑ：別館を建設する場所はどこか。　　　　　　　　　　　　　

　　Ａ：現図書館の向かい側の私有地です。　　　　　　　　　　　
　　Ｑ：使用する面積はどれ位か。　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ａ：１,530平方メートルです。　　　　　　　　　　　　　
　　Ｑ：別館建設後は現図書館の配置はどのようになるのか。　
　　Ａ：現図書館の２階及び３階の機能が別館へ移り、１階の事務室を２階へ移し、
　　　　１階は児童専用としたい。　　　　　　　　　　　　　

　　Ｑ：現図書館の３階会議室は、今はどのように使用されているのか。
　　Ａ：現在は、読書サークル、絵本の読み聞かせ、講演会等に利用されている。
　　Ｑ：登別市の１人当りの利用状況についてはどのようになっているのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ａ：平成18年度末で、市民1人当りの貸出数冊は３．９冊です。
　　Ｑ：別館の建物は平屋建てを考えているのか。　　　　　　　　
Ａ：平屋建てのほうが利用しやすいが、２階建てを含めて検討したい。
　　Ｑ：別館についての建設概要はできているのか。
Ａ：イメージはお示しできるまでには到っていないが、図書館協議会やアンケー
ト調査などを含め検討作業に入りたい。　　

　Ｑ：図書館協議会、登別市新図書館構想２１人委員会からの提言があるが、教育委員会はそれらをどのように捉えているのか。　
Ａ：今回の別館建設は、新図書館構想のように大きな図書館のイメージというわけにはいきませんが、現図書館の課題でありますバリアフリー化、図書の充実、情報化への取り組み、子ども図書の充実などの不足している機能を少し

　　でも解消するために計画したものです。別館を建設することにより登別市新図書館構想２１人委員会から提出された基本事項や図書館に関する基本的考え方の中に示したとおり、かなりの部分が反映できるものと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ：防衛省の補助金はいくら位になるのか。
Ａ：５千４百十万円＋基金１億３千４百万円で財源のめどがつき次第進めたい。
　　９月に防衛省の補助の内定がある。実施設計の前に企画書というか青図を作
って行きたい。　　　　　　　　　　　

　Ｑ：素案づくりはどのように行うのか。　　
Ａ：市民アンケート調査、利用者の意見、図書館協議会の意見等を集約して企画
書をつくって行く。　　　　　　　　　
　　Ｑ：アンケートとは、市民の意見とは。　　
Ａ：市民意見は、この市民自治推進委員会で１回ではなくこれから何回か検討し
　　てしていただきその中で意見集約をして進めたいと考えている。

　Ｑ：本来は一つの区切りということで私たちが提言書を出して、市が色々と考え
ていたものと付け合せをしながら説明をしてほしかった。　
Ａ：厳しい財政状況で新図書館建設は出来ない。現図書館を維持していくため、
別館建設を考えたので、これからの図書館をどのようにしたら良いか、ハー

ド的なものも含めソフト面も議論してもらいたい。　　　
Ｑ：別館ありきで、どういう図書館がこのまちにとって望ましいかという議論が

　　されない状態で検討してほしいというのは筋が違うと思いますが。
Ａ：図書館は、図書館法に基づいて決められた事項を行っている。また、文部科
学省が示す望ましい基準に対して十分とはいえないが、当市の図書館ではほ
ぼ実施している。現図書館を維持していくため、別館を建設することから、
これまでの図書館の方針、行うべき事項は、新しい図書館の建設と違って、
大きく変わるものではないと考えている。ただ、別館が出来ることによって、
現図書館の利用方法も変わるし、図書の充実も図られるので、別館構想も含
めて今後どういうことをすべきかなど議論をしてもらいたい。
　Ｑ：色々な条件の中から複数案が考えられ、最終的に別館建設案が出てきたと

　　　思います。ただ、図書館は一度建てたら、その後何十年も建てられない。

　　　今回投資する2億円の効果について、どれくらい達成されるのか。また、

　　　利用する市民側が自分たちの考え、情報など色々なものの中から議論しなが

ら、2億という案、５億とか10億、あるいは２０億かけてちゃんとしたも

のを建ててほしいという意見もあると思います。そういった様々な意見をど

こですればいいのか。ここでですか。行政は、どうすることを望んでいるの

ですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ：議論の場としてはここもそうですが、先ほども申し上げましたが、図書館協
議会ですとか、市民ニーズ調査などがあります。また、登別市新図書館構想
21人委員会の委員の意見を尊重すべきという意見も議会の中にありますの
で、その委員の方々にも声を掛けて情報提供をしていきたいと思っておりま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ：２１人委員会の組織がどういう経緯や考え方でできたのか聞きたい。
　Ａ：図書館を考える会は、新しい図書館を建設するために活動するためのもので
す。　
　Ｑ：市民自治推進委員会が市民の代表といわれたらすごい負担になるし、責務を

　　　課せられてもこまる。

行政は机の上で考えるのではなく、市民の中に入っていくべきでないか。　　
Ａ：平成１７年議会において要望があったが、新しい図書館建設はできないので、
　 バリアフリー化、駐車場確保などの研究をしてきた結果、アンケート調査し

　 不足する部分をまとめ、これからスタートと考えている。

　Ｑ：別館ありきで議論をするのですか。別館構想があっても、2億円でいいのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 また、将来合併も考えられるなど色々な考え方があり、それらを踏まえた議
論をすべきでないか。　　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ：教育委員会の別館構想等をもとに色々と議論をしてほしい。
　　Ａ：今日、教育委員会の考え方をお知らせするのになぜ、部長、次長が来ている

かというと、登別市のまちづくりの最高規範である「登別市まちづくり基本
条例」に基づく委員会と認識しております。
　　　　市が考えていることをまず、この委員会に示しご議論をいただき、その結果
「やめたほうが良い」ということでもいいですし、「もっとこうしたらいい」
などということを、この場で検討していただきたいと思っています。
　　Ｑ：特別部会みたいな組織を作り検討すべきでないか。　　　　
　　Ｑ：特別部会は設置できるのか。　　　　　　　　　　　　　　
Ａ：規約上、特別部会の設置は絶対できないということはないが、図書館は教育
　　に関する案件なので基本的には第６部会の所管であり、他の部会の方は重複
登録することで議論に参加できるし、未会員の方は市民自治推進委員会へ登
録すれば参加できるので、改めて特別部会を設置するのではなく、この部会
を核として協議した方が良いのではないかと考える。
Ｑ：教育委員会から「別館建設計画」の情報提供ということですか。
Ａ：別館建設計画について行政サイドから説明があるということです。
　部会の開催経過及び提言書の取扱について説明（五島主幹）
①第６部会の開催状況について次のとおり説明する。

　第１回　開催日　平成19年２月16日

　　　　　議　題　（１）教育委員会所管事項の説明

　　　　　　　　　（２）情報提供

　　　　　　　　　　　①ネイチャーセンターについて

　　　　　　　　　　　②旧温泉中学校跡地の利用について
　　　　　　　　　　　③図書館のあり方について検討中
　第2回　開催日　平成19年３月７日
　　　　　議　題　（１）図書館のあり方について
　　　　　　　　　　　①部会員による意見交換
　第３回　開催日　平成19年４月５日
　　　　　議　題　（１）図書館のあり方について
　　　　　　　　　　　①現地視察（図書館長より説明を受ける）

　　　　　　　　　　　②視察後、現地で質疑応答及び意見交換

　第４回　開催日　平成19年5月16日
　　　　　議　題　（１）図書館の増改築の考え方について

　　　　　　　　　　　①担当者より説明を受けた後、質疑応答

　第5回　開催日　平成19年6月20日

　　　　　議　題　（１）図書館のあり方について

　　　　　　　　　　　①前回までの意見集約とその取扱について

　　　　　　　　　　　②提言書について

　　　　　　　　　　　③外部評価について

　＊部会として自主的に「図書館のあり方について」をテーマに決め検討してき

た。

　②提言書の取扱について次のとおり説明する。

提言書の取扱については、①部会自らテーマを決めて自主的に取り組む場合、

②行政サイドから検討事項の依頼を受けて行う場合がある。

②の場合は、行政から運営委員会へ検討依頼があり、運営委員会で担当する部

会へ検討依頼をする。
今回の場合は、部会自らテーマを決めて取り組んだものである。

　上記のとおり、ニ通りあるが、いずれの場合においても部会で提言書をまとめ

、運営委員会での承認を受けた後、行政への提出となります。
　Ｑ：図書館の件は、説明を聞き意見交換をしたということで。
　　　外部評価について、これからやるのですか。　　　　　　　　
Ａ：外部評価については、今日は入れません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　意見・要望等
　　・資料は事前に出してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・問題にしているのは、利用するのは市民です。「市民自治推進委員会」だけ、が市民意見の集約の場ということになり、図書館協議会やアンケート以外はどうするのか。６部会に資料を出し何を望んでいるのか。何を議論してほしいのかを明確にしてほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・私たちが出した資料７は、全くなにもイメージが無いところで作成したものな
ので、参考にしないでほしいし、無かったものにしてください。

　　・別館は図書館機能を充実して使用すべきである。　　　　　　

　　・図書館のことについては５回の協議で整理がつき、今日の部会からは外部評価

について説明を受けることになっていた。今日は、説明を受けたということで

検討するかどうか決めればよいと思う。　　　　　　　　　　
　　・話がよくわからない。運営は効率的に行うべきである。　　　
　　・図書館に思いを寄せる人、施設としてあればいいという人では議論が違う。
　　 また、「市民の声」を聴くといってもここでといわれてもこまる。

　　・この部会が中心となって議論するかどうかは別として、環境などでやっている
ような別組織を設け「図書館のあり方」を検討してほしい。　
　　・特別部会の設置が必要であると思う。　　　　　　　　　　　

　　・ここにある提言書を部会の意見として運営委員会に出すつもりでいたが、これ

に、今　新たに具体的な話がでてきたので、次回にみんなで意見集約をしたい。

　　・２１人委員会は大事な会議と思う。市民議論を活発にされるよう、市民の声を聴く場を作る必要がある。また、市民同志が意見を交わす場が必要である。
　　　　　　　　

　　まとめ
　　・提言書の内容について、今回　教育委員会より別館建設計画の説明を受けたので、提言内容を精査する。
　　・別館建設についての検討を行うための別組織の設置について協議する。
　　　＊　以上について、次回（8月10日開催の）部会で協議を行う。
　　Ⅱ　第７回部会の開催について

　　（１）次回の開催日時
　　　　８月１０日（金）　午後６時００分～　市役所　第３委員会室
　　　　　　
　　（２）議　題
　　　　①図書館に関する提言について

　　　　②別館建設計画について

③その他について







